
ものつくり大学国際交流基本方針 

 

本学では技能・科学技術・社会経済のグローバル化に対応できる国際性を重視することを

基本理念の一つとして掲げており、高度の技能技術を追求する専門職業人「テクノロジス

ト」の育成をとおして、新しい価値観を創造するものづくりと産業の発展に貢献していく

ことを使命と考える。そのために、我が国ばかりではなく世界に視野を広げ、技能・科学

技術・社会経済のグローバル化に対応できる国際性を重視し、地域並びに世界の発展に貢

献できる独創的なテクノロジストを輩出するため国際的な教育研究環境の構築を推進する。 

これらの点を踏まえ、今後、本学の国際化を加速・充実させるため、ここに「国際交流基

本方針」を定める。 

基本方針実現に向けて、施策の方向性として教育の国際化、キャンパスの国際化、研究及

び社会貢献の国際化の 3分野における施策の基本的な考え方を定める。 

なお、個別施策の行動計画及び達成目標については、今後、国際交流委員会において審議

する。 

 

1. 基本方針 

○ 国際化に対応した教育・研究環境を構築する 

○ アジアを中心とした世界の大学等との国際連携を積極的に展開する 

○ 世界の発展に寄与する人材創出と知識創造を推進する 

2. 施策の方向性 

（1） 教育の国際化 

① 国際的通用性のある教育プログラム（国際連携を活用した共同教育プログラム

等を含む） 

② 海外への学生派遣の促進（海外インターンシップの拡充等） 

③ 海外協定校の拡充による国際化の推進 

（2） キャンパスの国際化 

① 国際化を推進する組織体制・人員体制の確立 

② 国際交流や留学生の受入拡大に向けた学習環境・生活環境の向上 

③ 日本人学生と留学生との交流促進 

（3） 研究および社会貢献活動 

① 国際共同研究、企業等との連携による研究や貢献活動の推進 

② 研究情報等の海外への発信 

③ 地域社会のグローバル化・国際化面での協力 


